
 

 

 防衛省仕様書改正票 Ｄ Ｓ Ｐ 
  

 

Ｓ ５００６Ｅ（２）  

 
 防寒・スキー兼用靴 制定 昭和４９年１１月２８日 

 改正 令和 ５年 ８月３０日 

（ＢＯＯＴＳ，ＣＯＬＤ ＷＥＡＴＨＥＲ） 

 

この改正票は，ＤＳＰ Ｓ ５００６Ｅ（防寒・スキー兼用靴）についてのものであり，Ｄ

ＳＰ Ｓ ５００６Ｅ（１）を含め累積記載されている。ＤＳＰ Ｓ ５００６Ｅと併用さ

れる。 

 

 

1.4 a) 中  

“ＪＩＳ Ｈ ３１００ 銅及び銅合金の板並びに条” を  

“ＪＩＳ Ｈ ３１００ 銅及び銅合金の板及び条” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６５５０ 革試験方法” を 

“ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１ 革試験方法－物理試験－第１部：厚さの測定 

ＪＩＳ Ｋ ６５５７－２ 革試験方法－物理試験－第２部：引張強さ及び伸びの測定”に改める。 

 

付表４ を次のように改める。 

        付表４－裏革（１形のべろ裏革，筒裏革及びつま裏革並びに２形の月形裏革及びべろ裏革） 

項目 規定 試験方法 

材料 クロムなめしの豚革 － 

表面及び革質 
柔軟性及び弾力性を有し，屈折に

より亀裂を生じないこと。 
 

色 自然色  

厚さ       ｍｍ ０．８以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１による。 

引張強さ     MPa １０以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－２による。 

伸び       ％ ２０以上  

 

原案作成部課等名を次のとおりとする。 

原案作成部課等名：防衛装備庁 調達管理部調達企画課類別・標準化企画室 



 

空 白 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｓ ５ ０ ０ ６ Ｅ
制定 昭和４９．１１．２８防寒・スキー兼用靴
改正 平成２２． ５．１８

(BOOTS，COLD WEATHER)

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，主として寒冷積雪地の歩行及び整備作業に用いるほか，スキー靴として使用する防寒・スキー兼用靴について

規定する。

1.2 種類

種類は， によるものとする。表１

表１－種類

種類 種類
物品番号 物品番号

形状 足長ｃｍ 形状 足長ｃｍ

１形 ２２ ８４３０－１６１－５７３１－５ ２形 ２２

１ １
２２ － ８４３０－１６１－５７３２－５ ２２ －

２ ２

２３ ８４３０－１６１－５７３３－５ ２３ ８４３０－４１５－１２４２－５

１ １
２３ － ８４３０－０１６－５９７４－５ ２３ － ８４３０－００６－６１４９－５

２ ２

２４ ８４３０－０１６－５９７３－５ ２４ ８４３０－００６－６１４８－５

１ １
２４ － ８４３０－０１６－５９７２－５ ２４ － ８４３０－００６－６１４７－５

２ ２

２５ ８４３０－０１６－５９７１－５ ２５ ８４３０－００６－６１４６－５

１ １
２５ － ８４３０－０１６－５９７０－５ ２５ － ８４３０－００６－６１４５－５

２ ２

２６ ８４３０－０１６－５９６９－５ ２６ ８４３０－００６－６１３７－５

１ １
２６ － ８４３０－０１６－５９６８－５ ２６ － ８４３０－００６－６１５０－５

２ ２

２７ ８４３０－１６０－６０１１－５ ２７ ８４３０－００６－６１５１－５

１ １
２７ － ８４３０－１６０－６０１０－５ ２７ － ８４３０－４１５－１２４１－５

２ ２

２８ ８４３０－２９９－００６９－５ ２８ ８４３０－４１５－１２４０－５

１ １
２８ － ２８ － ８４３０－４２７－１７０２－５

２ ２

２９ ２９ ８４３０－４２７－１７０３－５

１ １
２９ － ２９ － ８４３０－４２７－１７０４－５

２ ２

３０ ３０ ２４３０－４２７－１７０５－５

ＳＳ ８４３０－２９９－００７０－５ ＳＳ ８４３０－４１５－１２３９－５１） １）

ＳＳは，特別サイズを示す。注１）
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1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。

１
防寒・スキー兼用靴，１形，２５ －例

２

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。

a) 規格

銅及び銅合金の板並びに条ＪＩＳ Ｈ ３１００

革試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５５０

摩擦に対する染色堅ろう度試験方法ＪＩＳ Ｌ ０８４９

革靴ＪＩＳ Ｓ ５０５０

b) 仕様書

半長靴ＤＳＰ Ｓ ５００３

2 製品に関する要求

2.1 材料

材料は， による。表２

表２－材料

規定 注記
区分

１形 ２形

付表１ 付図３，付図５甲革 による。

付表２ 付図３べろ革 による。 －

付表３ 付図５筒裏毛・つま裏毛 － による。

付表４ 付図３裏革 による。
付図５

付表５ 付図２，付図４表底及びかかと による。

中底 による。ただし，厚さは３～４．５ mmとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

先しん 牛底革若しくは再生革に合成樹脂のものをはり合わせて用いるか，又
は牛革（中底革）厚さは，２～３．５ ㎜とする。

月形しん

踏まずしん による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

中物

かかとしん による。ただし，厚さは１７ mm以下とする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

甲縫い糸 引張強さ６８ Ｎ以上の合成繊維縫い糸とし，色は甲革と同系色とす
る。

裏縫い糸 引張強さ２０ Ｎ以上の合成繊維縫い糸（筒革後部縫い合わせを含
む。）とする。
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表２－材料（続き）

規定
区分 注記

１形 ２形

靴ひも しん入り丸ひも による。付表６

ＤＳＰ Ｓ ５００３ 付図４，付図５はとめ － による。
色は甲革と同系色とする。

付図１ 付図２，付図３ホック及びかしめ 片足１２組とし， を標準とす －
る。

付図４中敷 － フェルト 厚さ４～６ ㎜

付図２，付図３スポンジ 厚さ６～１０ ㎜ －

合成樹脂製で，屈とう性，耐摩耗性，耐寒性及び耐久力を具備し，効果
防水剤

の持続性が長いもので皮革に硬化などの悪影響を与えないもの。

防水用綿テープ 使用目的に適合したもの。 －

タックス

仕上剤 － 使用目的に適合したもの。

ＤＳＰ Ｓ ５００３ 付図３，付図５銘板 印刷（押印を含む） による。

製造方法は， 直接加硫圧着式製法（以下 Ｖ式製法という。）とする。2.2 製造方法 ＪＩＳ Ｓ ５０５０ ，

2.2.1 製甲

付図３ 付図１形は，雪除け革付きホック止め式でありその製甲は を，２形はアストラカン裏毛つき編上げ式でありその製甲は

とする。５

2.2.2 釣り込み

釣り込みは， によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

2.2.3 踏まずしんの装着

踏まずしんの装着は， によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

2.2.4 針足数

針足数は，３０ mm間に，８～１５針とする。

2.2.5 底付け

底付けは， によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

2.2.6 仕上げ

仕上げは， によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

2.3 形状・寸法

2.3.1 形状

１形の形状は 及び を，２形の形状は 及び によるものとする。ただし，表底及びかかとの意匠は，付図２ 付図３ 付図４ 付図５

及び によるほか， の承認を得るものとする。付図６ 付図７ 5

2.3.2 寸法

寸法は， ～ によるほか，次のとおりとする。付図１ ４

靴型寸法は， による。a) 図１

種類（足長ｃｍ）ＳＳの靴型寸法は， によるものとする。b) ＤＳＰ Ｓ ５００３
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防寒・スキー兼用靴

mm単位

種類 つま先 つま先 踏み付け 踏まず かかと 靴型 靴型
後部高

（足長ｃｍ） 上がり 回り 幅 回り 幅 幅 幅 底長 全長

２２ １８．０ ７９ １８５ ７１ ２３７ ８３．５ ５７．５ ５７．０ ２３６ ２４１

２２ １８．５ ８０ １８８ ７２ ２４１ ８５．０ ５８．５ ５８．５ ２４２ ２４７Ñ

２３ １９．０ ８１ １９１ ７３ ２４５ ８６．５ ５９．５ ５９．５ ２４８ ２５３

２３ １９．５ ８２ １９４ ７４ ２４９ ８８．０ ６０．５ ６０．５ ２５４ ２５９Ñ

２４ ２０．０ ８３ １９７ ７６ ２５３ ８９．５ ６１．５ ６１．５ ２６０ ２６５

２４ ２０．５ ８４ ２００ ７７ ２５７ ９１．０ ６２．５ ６２．５ ２６６ ２７１Ñ

２５ ２１．０ ８５ ２０３ ７８ ２６１ ９２．５ ６３．５ ６３．５ ２７３ ２７８

２５ ２１．５ ８６ ２０６ ７９ ２６５ ９４．０ ６４．５ ６４．５ ２７９ ２８４Ñ

２６ ２２．０ ８７ ２０９ ８０ ２６９ ９５．５ ６５．５ ６５．５ ２８５ ２９０

２６ ２２．５ ８８ ２１２ ８２ ２７３ ９７．０ ６６．５ ６６．５ ２９２ ２９７Ñ

２７ ２３．０ ８９ ２１５ ８３ ２７７ ９８．５ ６７．５ ６７．５ ２９８ ３０３

２７ ２３．５ ９０ ２１８ ８４ ２８１ １００．０ ６８．５ ６８．５ ３０４ ３０９Ñ

２８ ２４．０ ９１ ２２１ ８５ ２８５ １０１．５ ６９．５ ６９．５ ３１０ ３１５

２８ ２４．０ ９２ ２２３ ８５．５ ２８８ １０２．５ ７０．０ ７０．０ ３１５ ３２０Ñ

２９ ２４．５ ９３ ２２５ ８６．０ ２９１ １０３．５ ７０．５ ７０．５ ３２０ ３２５

２９ ２４．５ ９４ ２２７ ８６．５ ２９４ １０４．５ ７１．０ ７１．０ ３２５ ３３０Ñ

３０ ２５．０ ９５ ２２９ ８７．０ ２９７ １０５．５ ７１．５ ７１．５ ３３０ ３３５

許容差 ±１．０ ±２．０ ±１．０ ±２．０ ±１．０

寸法は標準を示す。注記

図１－靴型寸法

つ
ま
先
上
り

つ
ま
先
回
り

後
部
高

か
か
と
幅

踏
み
付
け
幅

踏
ま
ず
幅

つ
ま
先
幅

踏
み
付
け
回
り

４１．５ ％

６６ ％

８３ ％

１００ ％（靴型底の長さ）

１７ ％

靴型全長
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2.4 品質

2.4.1 一般条件

一般条件は， によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３

2.4.2 性能

性能は， によるほか，次による。表３

防水剤により合成樹脂防水加工を施すものとする。a)

２形の１足の重さは，２．３ kg以下であること。b)

表３－性能

項 目 規 定 試 験 方 法

表面のはくり強さ ３００ Ｎ による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

着用中に近い状態にして， に示す付図２
１形の耐水性能 ４時間以上 位置まで浸水させて，内部に水滴を生ず

るまでの時間とする。

2.5 製品の表示

製品の表示は，１形については， の による銘板を， べろ裏革に黒でにじみ及び退色しＤＳＰ Ｓ ５００３ 図２ 付図３の

にくいものを用いて鮮明に印刷（押印を含む。）し，２形については， による銘板を， の筒内裏革ＤＳＰ Ｓ ５００３ 付図５

に縫い付けるものとし，種類（足長ｃｍ）の表示は，左右踏まず部の適当な箇所に表示するものとする。

3 品質保証

3.1 検査

検査は， によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。表４

表４－検査

検査項目 試験方法 判定基準

表面のはく離強さ
性能 による。 による。表３ 表３

１形の耐水性

3.2 ロットの大きさ

ロットの大きさは，１ロット最大３ ２００足とする。

4 出荷条件

出荷条件は， によるものとする。ただし，外装用段ボール箱の寸法については，６２０ mm×４２０ＤＳＰ Ｓ ５００３

mm×４５０ mmを標準とする。

5 その他の指示

その他の指示は， の 承認用見本によるものとする。ＤＳＰ Ｓ ５００３ 5.1
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付表１－甲革及び裏革（１形のべろ革を除く）

規定
項目 試験方法

１形 ２形

材料 クロムなめしの牛革

表面及び革質 型押しの革で，弾力性及び防水性を有すること。

色 黒とし， による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

厚さ mm による。つま革 ２．０ つま革 ２．０ ＤＳＰ Ｓ ５００３
筒革 ～ 筒革 ～
市革 ２．７ 市革 ２．７

えり革

雪よけ革 １．５ べろ革 １．２
えり革 ～ 筒口裏革 ～

２．０ はとめ裏革 １．５

高さ による。ＤＳＰ Ｓ ５００３
銀面割れ

荷重 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

クロム含有量 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

付表２－１形のべろ革

項目 規定 試験方法

材料 クロムなめしの牛革

表面及び革質 型押しの革で，弾力性を有すること。

色 黒とし， による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

厚さ mm ０．８～１．６ による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

高さ による。ＤＳＰ Ｓ ５００３
銀面われ

荷重 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

クロム含有量 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３
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付表３－裏毛（２形の筒裏毛及びつま裏毛）

項目 規定 試験方法

材料 パイルはアクリル，地は綿

糸番手 パイル糸はアクリル糸３６／２ ，２４本以上／２.５ cm，Ｓ

Ｓ地たて よこ共， 綿３０／２

パイル地はたて，よこ共４８本以上／２.５ cm，
密度

パイル２４本以上／２.５ cm

パイル長さ 地底より６mm 以上

組織 地は平織，パイルはＷ型

質量 ｇ／㎡ ３８０以上

幅 ｍ 耳内 １.２

引張強さ Ｎ たて２８０以上，よこ２５０以上

染色法 原液染又は直接染料染

色 ペルシアンブルー

Ⅱ形にＪＩＳ Ｌ ０８４９の
染色堅ろう度(摩擦) ３級以上

よる。

付表４－裏革（１形のべろ裏革，筒裏革及びつま裏革並びに２形の月形裏革及びべろ裏革）

項目 規定 試験方法

材料 クロムなめしの豚革

表面及び革質 柔軟性及び弾力性を有し，屈折により亀裂を生じ
ないこと。

色 自然色

厚さ mm ０．８以上 による。ＪＩＳ Ｋ ６５５０

引張強さ MPa １０以上

伸び ％ ２０以上



８

Ｓ ５００６Ｅ

付表５－表底及びかかと

項目 規定 試験方法

材料 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

色 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

踏み付け主要部 １０以上 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３
厚 （山を含む）

さ 踏み付け部の最薄部 ６以上

mm 踏まず部の最薄部

かかと部の最薄部

硬さ による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

引張強さ

伸び

摩耗率(質量比)

密度

耐油性（体積変化率）

耐寒性

付表６－靴ひも

項目 規定 試験方法

原糸 皮糸 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

Ｓしん糸 綿 １０

織り方 皮糸 ３２打 ３×３

しん糸 ６６本

組目 目/3cm間 ３０以上

太さ mm ４±０.５

引張強さ Ｎ ８００以上
による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

伸び による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

長さ cm １形 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３

２形 １２５±５

色 甲革と同系色とする。

加工 による。ＤＳＰ Ｓ ５００３



９

Ｓ ５００６Ｅ

ｍｍ単位

番号 部品名称 材料 規定

のＣ２６８０ＲＪＩＳ Ｈ ３１００
１ 下部ホック 黄銅条

ニッケルメッキ黒天塗ｔ１.０

のＣ２６８０ＲＪＩＳ Ｈ ３１００
２ 上部ホック 黄銅条

ニッケルメッキ黒天塗ｔ１.０

のＣ２６８０ＲＪＩＳ Ｈ ３１００
３ かしめ 黄銅条

ニッケルメッキｔ０.３

寸法は標準を示す。注記

図番 付図１ 名称 尺度 －ホック及びかしめ

防 衛 省

Φ
４
．
０

Φ
４
．
０

８
．
０

８
．
０

２
．
２

９
．
０

４．５ １０．３
５．０

１０．０７．０ ４．０

２．５

Φ３．５

Φ３．９

Φ４．０

Φ１２．０

①

②

③



１０

Ｓ ５００６Ｅ

mm単位

種類
（足長ｃｍ） 筒口幅 後部高

２２ １０８ １２３

２２ １１０ １２５Ñ

２３ １１２ １２７

２３ １１４ １２９Ñ

２４ １１６ １３１

２４ １１８ １３３Ñ

２５ １２０ １３５

２５ １２２ １３７Ñ

２６ １２４ １３９

２６ １２６ １４１Ñ

２７ １２８ １４３

２７ １３０ １４５Ñ

２８ １３２ １４７

寸法は標準を示す。注記

ａ）外観図

ｂ）断面図・外観図（部分）

図番 付図２ 名称 尺度 －外観図及び断面図（部分）

防 衛 省

１
３
～
１
８

１
４
±
１

３
０
以
上

後
部
高

耐水試験浸水位置

えり革

筒口幅

中物

表底及びかかと

中底
踏まずしん

筒裏革

市革

雪よけ革 べろ革

筒革べろ裏スポンジ

ホック

つま裏革

つま革

先しん

かかとしん

月形しん

筒裏スポンジ

許容差±３％



１１

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲

防 衛 省

銘板

つま革

筒革

えり革

市革

雪よけ革
べろ裏革

つま裏革



１２

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

筒裏革

べろ革スポンジ

べろ革

つま裏革・筒裏革縫い合わせ銘板

筒裏スポンジ



１３

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

つま裏革内面に

スポンジはり

べろ革内面にべろ裏革を

張り付けたのち縫う。

市革はり付け及び市革縫い付け

筒裏後部千鳥縫い

ス
ポ
ン
ジ



１４

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

防
水
布

３０

筒革内面・スポンジはり付け

防水布はりの位置

つま革・筒革縫い付け

筒革

スポンジ

スポンジ スポンジ

つま革

筒革

つま革



１５

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

えり革

べろ革

筒裏革・えり革はり

べろ革はり



１６

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

筒口

甲革・裏革はり

筒口及びべろ回り縫い

べろ革



１７

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図３ 名称 尺度 －１形の製甲（続き）

防 衛 省

雪よけ革縫い付け

ホック穴開け

雪よけ革

ホック取付け

上部

ホック

下部

ホック



１８

Ｓ ５００６Ｅ

ｍｍ単位

種類 筒
（足長 口幅 後部高
ｃｍ）

２３ １０６ １３２

２３ ／ １０８ １３４１
２

２４ １１１ １３６

２４ ／ １１３ １３８１
２

２５ １１５ １４０

２５ ／ １１７ １４２１
２

２６ １１９ １４４

２６ ／ １２１ １４６１
２

２７ １２３ １４８

２７ ／ １２５ １５０１
２

２８ １２７ １５２

寸法は標準を示す。注記

ａ）外観図

ｂ）断面図・外観図（部分）

図番 付図４ 名称 尺度 －外観及び断面図

防 衛 省

３
０
以
上

後
部
高

１
４
±
１

先しん

つま裏毛

筒革 筒口裏革

市革

えり革

つま革

はとめ
筒裏毛

はとめ裏革

月形裏革

かかとしん

月形しん
中底 中敷中物

踏まずしん表底及びかかと

筒口幅

許容差±３％



１９

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図５ 名称 尺度 －２形の製甲

防 衛 省

つま革
べろ革

えり革

筒革
市革

つま裏毛

筒裏毛



２０

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図５ 名称 尺度 －２形の製甲（続き）

防 衛 省

筒口裏革

はとめ裏革
べろ裏革

月形裏革

筒革

筒革後部千鳥縫い

筒革後部市革縫い付け

市革



２１

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図５ 名称 尺度 －２形の製甲（続き）

防 衛 省

銘板

銘板

は
と
め
裏

筒裏毛後部縫い合わせ

各革等はり合わせ

筒裏毛・月形裏革縫い付け及び板銘位置

筒裏毛

えり革



２２

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図５ 名称 尺度 －２形の製甲（続き）

防 衛 省

つま革・つま裏毛はり合わせ

べろ革

つま革

つま裏毛・べろ裏革縫い付け

つま裏毛

べろ裏革

各種革等縫い付け



２３

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図５ 名称 尺度 －２形の製甲（続き）

防 衛 省

はとめわき・えり革縫い，及びはとめ打

筒革・つま革縫い合わせ

（仕上り）

えり革縫い

はとめわき縫い



２４

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図６ 名称 尺度 －防寒・スキー兼用１形

防 衛 省

種類（足長ｃｍ）を表示する。



２５．

Ｓ ５００６Ｅ

図番 付図７ 名称 尺度 －防寒・スキー兼用靴２形

防 衛 省

種類（足長ｃｍ）を表示する。


